
10月6日（日）　村民親善大運動会より�
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国民年金保険料�

13,300円�
（平成13年度価格）�

40年間に納める保険料�
1,036万円�

平均余命※で�
1,535万円�

受け取る年金は�
15年で�

1,206万円�

※現在20歳の人の場合�

…�

※40年間保険料を納めた60�
　歳の人の平均余命は男女�
　平均で65歳以降19年1か月�
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今月はトピックスの項目が９つ
と編集者が広報を作りはじめて最
高の数となりました。その多くが
“芸術の秋”や“スポーツの秋”な
どに関係しています。みなさんの
中にも生涯学習フェスティバルに
参加したり、和島村民親善大運動
会に出場した人も多かったのでは
ないでしょうか。　編集者も久し
ぶりに村民運動会に参加しました。
今年は「心を合わせ借り物競争」が
新設され、会場を大いに盛り上げ
ていました。編集者からすると出
場者がどこに行くか分からないの
で非常に写真が撮りづらかったの
ですが、会場が一つになった瞬間
であったと思います。　生涯学習
フェスティバルについては来月号
で詳しく報告します。お楽しみに。�

年金制度は、その時代の現役世代の保
険料が年金を受ける世代の生活を支え
る「世代間扶養」のしくみ。その年金を
損得勘定で考えるのは不適切ですが、
あえて計算してみても平均余命を生き
れば、支払った保険料以上が年金となっ
て自分に返ってきます。�
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〇北星祭・ふれあい合唱祭（北辰中）�

�
文化の日�

�
振替休日�

〇心配ごと相談�
�

〇配食サービス�

　�

〇就学時健康診断（桐島小）�

〇第1回三町村合同ニュースポーツ大会
（寺泊町）�

〇村民ソフトバレーボール大会�
（村体育館）�

�

〇心配ごと相談�

〇配食サービス　�

�

〇村民バスケットボール大会（北辰中学校体育館）�
〇村体育館一般開放�

�

〇心配ごと相談�

〇配食サービス　�

〇就学時健康診断（島田小）�

�

�

〇村体育館一般開放�

�

〇心配ごと相談�
�

〇配食サービス�

�

�

�

〇収穫祭・若桐祭（桐島小）�
勤労感謝の日�

和島村の人口と世帯数�
人　口　5 , 1 5 1人（＋３人）�
　●男　2 , 4 9 4人（－２人）�
　●女　2 , 6 5 7人（＋５人）�
世帯数　1 , 3 1 5戸（＋２戸）�

※９月末現在・（　）内は前月比�
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☆総合優勝�
　第9チーム（新田、川端、道城下）�

☆第2位�

　第4チーム（中沢、日野浦、高畑）�

☆第3位�

　第10チーム（中央、法善町、寺町、小谷）�

☆ブービー賞�

　第1チーム（上小島谷、中小島谷、若野浦、阿弥陀瀬）�

�

チーム対抗リレー�
☆優　勝　第5チーム（梅田、東保内、村田）�

☆第2位　第10チーム（中央、法善町、寺町、小谷）�

☆第3位　第3チーム（駅前）�

�

▲ 5人一緒にゴールを目指せ（心を合せて借りものレース）�

▲ よし　次はなんだ（障害物レース）�

▲ 右回りと左回り�
　 どっちが回りやすいかな�
　 （ゲートボールリレー）�

たくさん入れよう�
（ちびっこ玉入れ）�

▲
�

▲ 勝負の行方は（アベックびんつり）�▲ 全力疾走追いつけ追い越せ（チーム対抗リレー決勝）�

▲ パクッととって次に行こう（風船割り・パン食い競争）� ▲ ゴールまであと少し（保育所・幼稚園かけっこ）� ▲ 転がし方のコツは？（タル転がしリレー）� ▲ 選手宣誓�

▲ さあ　一気にゴールまで（台風の目リレー）�

▲ 力と力のぶつかりあい（綱引き）�

　絶好のスポーツ日和に恵まれた10月6日（日）、
村民運動広場を会場に村民親善大運動会が開催さ
れました。絶好の秋晴れに恵まれたこの日、各チー
ム一丸となって熱戦を展開しました。�
　開会式の後、幼稚園・保育所の子供たちによる
おゆうぎ、かけっこで幕を開けた大運動会。午前の
部は台風の目リレーやタル転がしリレー、障害物レー
スなど11種目の競技が行われました。特に今年か
ら新競技として加えられた“心を合わせて借り物レー
ス”では、「座布団3枚」や「村長と幼稚園児と中学生」
など多彩な借り物が用意され、実況と合わせて会
場を大いに盛り上げていました。�
　午後の部に入ると綱引きやチーム対抗リレーの
決勝、大玉おくりなど、勝負の行方を左右する団体
競技が行われ、各チーム競技に一段と熱がこもっ
ていました。�
　村民が一堂に会して開催された大運動会。この
日は子供から大人まで笑いと歓声がこだまする爽
やかな秋の一日となりました。�
�
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会　計　名� 歳 入 額 � 歳 出 額 � 差 引 額 �

3億2,111万9千円� 2億9,451万7千円� 2,660万2千円�国 民 健 康 保 険 �
特 別 会 計 �

5億2,650万円� 4億9,730万6千円� 2,925万4千円�老 人 保 健 �
特 別 会 計 �

1億4,218万3千円� 1億4,009万5千円� 208万8千円�農業集落排水事業
特 別 会 計 �

9億3,417万円� 9億2,849万1千円� 567万9千円�公 共 下 水 道 事 業 �
特 別 会 計 �

3億3,010万円� 3億2,676万5千円� 333万5千円�介 護 保 険 �
特 別 会 計 �

2,438万5千円� 2,424万5千円� 14万円�三 島 郡 介 護 認 定 �
審 査 会 特 別 会 計 �

・財政力指数�
・経常収支比率�
・起債制限比率�
・公債費負担比率�

0.215�
84.4％�
10.7％�
12.5％�

・標準財政規模�
・税の徴収率�
・積立金現在高�

19億1,956万9千円�
99.9％�

8億5,588万9千円�

村民一人�
当たりの�
村税負担額�

村民一人�
当たりに�
使われた額�

歳出　24億9,521万3千円� 歳入　25億7,913万5千円�

地方交付税�
　15億1,929万�
　　4千円�
（58.9％）�

国県支出金（4.4％）�
1億1,396万3千円�

交付金・譲与税�
1億3,478万7千円�
（5.2％）�

村債（7.2％）�
　1億8,480万円�

　　村税（15.0％）�
3億8,800万円�
4千円�

分担金及び負担金・�
使用料及び手数料�
6,396万8千円�
　　（2.5％）�

諸収入（2.4％）�
6,239万9千円�

その他（4.4％）�
1億1,192万円�

依�
自�主�

財�
源�

存�

財�

源�

土木費（16.8％）�
4億1,981万1千円�

総務費（16.4％）�
4億834万1千円�

農林水産業費（11.7％）�
2億9,168万6千円�

教　育　費�
2億6,733万4千円�
（10.7％）�

公債費（13.9％）�
3億4,636万2千円�

民生費（12.4％）�
3億992万6千円�

その他（11.0％）�
2億7,393万�

衛生費（7.1％）�
1億7,782万3千円�

　内　訳�
議会費�
労働費�
商工費�
消防費�
災害復旧費�

�
7,196万5千円（2.9％）�
407万2千円（0.2％）�
8,264万円（3.3％）�

1億1,025万5千円（4.4％）�
499万8千円（0.2％）�

75.7％�24.3％�

財 政 投 資 資 金 �

簡 保 資 金 �

市 中 銀 行 �

公営企業公庫、その他�

計�

20億4,966万5千円�

4億6,441万5千円�

2,942万8千円�

7,912万1千円�

26億2,262万9千円�

　平成13年度一般会計及び特別会計の決
算が去る9月定例議会において認定されま
した。�
　一般会計歳入総額は25億7,913万5千円、
前年対比5.7％減、歳出総額は24億9,521
万3千円、同5.3％減となりました。　　
この要因としましては、教育費の埋蔵文化
財の受託発掘事業量、農業費、土木費で林
道・村道整備費、また公債費がそれぞれ減
少したためです。�
　実質収支額につきましては、8,175万7
千円で黒字決算となり、各指数については
次のとおりとなっています。�
　国民健康保険、老人保健、農業集落排水
事業、公共下水道事業、介護保険、三島郡
介護認定審査会の各特別会計においても、
一般会計と同様に黒字決算となりました。�
�

土 木 費 �
�
�
総 務 費 �
�
�
農林水産業費�
�
�
教 育 費 �
�
�
公 債 費 �
�
民 生 費 �
�
�
衛 生 費 �
�
商 工 費 �
�
�
消 防 費 �

村道整備事業、公共下水道事業特別会計繰出金、�
除排雪関係費�
�
参議院通常・補欠選挙費、基金積立、交通対策関係費、�
ＩＴ講習事業、道の駅基本設計・削井工事、統計調査関係費�
�
生産調整関係費、県営ほ場整備事業、�
農業集落排水事業特別会計繰出金�
�
桐島小学校体育館屋根防水工事、幼稚園屋根修繕工事、�
埋蔵文化財発掘調査事業�
�
長期借入金の元利償還金�
�
老人福祉対策事業、社会活動促進対策事業、�
児童遊園遊具設置工事�
�
保健衛生活動事業、合併処理浄化槽設置整備補助金�
�
商工業振興、観光関連事業、�
良寛の里・オートキャンプ場管理運営事業�
�
消火栓・防火水槽整備事業、防災関連経費�

　�



7 　� 　� 6

トピックス�

楽
し
み
な
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ら
科
学
を
し
よ
う
　
移
動
科
学
館�
今
年
も
ハ
ッ
ス
ル
村
老
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会�

芸
術
の
秋
を
演
出�

雨
に
も
負
け
ず
　
秋
の
和
島
路
を
快
走�

体
を
動
か
し
元
気
に
暮
ら
そ
う�
合
併
住
民
対
話
集
会�

親
子
で
ハ
ッ
ス
ル
運
動
会�

信
号
機
で
安
心
横
断�

源
川
彦
峰
氏
さ
ん
　
母
校
で
講
演�

　
9
月
 24
日

 （火）
北
辰
中
学
校
に
お
い
て

源
川
彦
峰
（
け
ん
ぽ
う
）
さ
ん
に
よ
る

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
源
川
さ
ん

は
北
辰
中
学
校
第
 10
回
の
卒
業
生
で
、

体
育
館
の
隣
に
あ
る
北
辰
中
学
校
 30
周

年
記
念
の
石
碑
の
文
を
書
い
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。�

　
講
演
は
「
継
続
は
形
な
り
」
と
題
さ

れ
、
「
継
続
は
力
な
り
と
言
い
ま
す
が
、

そ
こ
で
得
た
力
を
目
に
見
え
る
“
形
”

に
す
る
が
大
切
で
す
。
今
や
っ
て
い
る

こ
と
を
一
生
懸
命
に
続
け
れ
ば
、
そ
れ

か
ら
将
来
の
希
望
や
夢
が
見
つ
か
っ
て

く
る
も
の
で
す
」
と
講
演
さ
れ
ま
し
た
。�

　
最
後
に
「
今
日
の
講
演
の
感
想
を
送
っ

て
く
れ
た
ら
、
私
の
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
」
と
締
め
く
く
り
、
後
日
、
生

徒
の
感
想
文
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、
生
徒

全
員
分
の
本
を
贈
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。�

　
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
か
ら

の
自
分
の
進
路
や
将
来
の
こ
と
に
つ
い

て
の
考
え
方
の
参
考
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。�

 10
月
 20
日
（
日
）
桐
島
小
学
校
で
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
９
時
 30
分

か
ら
始
ま
っ
た
音
楽
発
表
会
に
は
地
域

の
方
が
大
勢
体
育
館
に
集
ま
り
子
ど
も

た
ち
の
歌
や
演
奏
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。�

今
年
の
発
表
会
で
は
各
学
年
と
も
“
祭

り
”
や
“
民
族
音
楽
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
”

な
ど
の
テ
ー
マ
を
設
け
て
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
歌
や
演
奏
の
前
に
セ
リ

フ
を
入
れ
て
考
え
る
な
ど
テ
ー
マ
に
そ
っ

て
の
発
表
に
工
夫
を
こ
ら
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
と
っ
て
は
練
習
し
た
成
果

を
十
分
に
発
揮
で
き
た
発
表
会
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

���

今
年
で
 24
回
目
と
な
る
和
島
村
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
９

月
 26
日

 （木）
、
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

開
会
式
の
後
、
準
備
体
操
で
体
を

ほ
ぐ
す
と
い
よ
い
よ
競
技
開
始
。
ス
プ
ー

ン
リ
レ
ー
や
玉
入
れ
な
ど
お
な
じ
み
の

競
技
の
ほ
か
、
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち

と
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
の
ゲ
ー
ム
な
ど
、

午
前
、
午
後
あ
わ
せ
て
 13
の
競
技
や
ゲ
ー

ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
選
手

の
み
な
さ
ん
は
大
き
な
声
援
に
支
え
ら

れ
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
健
脚
ぶ
り

で
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。�

���

９
月
 26
日

 （木）
桐
島
小
学
校
に
お
い

て
新
潟
自
然
科
学
館
の
移
動
科
学
館
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
新
潟
自
然
科

学
館
が
９
月
い
っ
ぱ
い
改
装
工
事
の
た

め
閉
館
に
な
る
の
に
と
も
な
っ
て
実
施

さ
れ
た
も
の
で
す
。
移
動
科
学
館
で
は

「
恐
竜
を
調
べ
よ
う
」
「
な
ぜ
？
か
ら

始
ま
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」
「
ト
ン
ボ

グ
ラ
イ
ダ
ー
」
の
３
つ
が
行
わ
れ
、
特

に
恐
竜
を
調
べ
よ
う
で
は
、
等
身
大
の

テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
の
頭
の
模
型
な
ど

を
使
い
、
科
学
館
の
職
員
が
丁
寧
に
説

明
を
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
は
科
学
に
触
れ
る
絶
好
の
機
会

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

����

　�
���������������������

最
後
ま
で
頑
張
り
ぬ
く
力
を
育
て

よ
う
と
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
島
田
小

学
校
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
９
月
 30
日

 （月）
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

準
備
体
操
を
終
え
る
と
い
よ
い
よ

ス
タ
ー
ト
。
学
年
ご
と
に
決
め
ら
れ
た

コ
ー
ス
を
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
ペ
ー

ス
で
走
り
ぬ
き
ま
し
た
。�

こ
の
日
は
、
残
念
な
が
ら
雨
模
様

で
少
し
肌
寒
い
天
気
と
な
り
ま
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
は
応
援
に
駆
け
つ
け
た
父

母
や
祖
父
母
ら
の
声
援
を
受
け
、
雨
に

も
負
け
ず
に
秋
の
和
島
路
を
快
走
し
て

い
ま
し
た
。�

�

���

9
月
 28
日

 （土）
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
幼
稚
園
、
保
育
所
合
同
に
よ

る
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
�

子
ど
も
た
ち
は
か
け
っ
こ
や
玉
入

れ
な
ど
、
様
々
な
種
目
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
�

普
段
に
も
増
し
て
元
気
に
会
場
を

駆
け
回
っ
て
い
ま
し
た
。
�

ま
た
少
々
運
動
不
足
気
味
の
父
母

ら
も
こ
の
日
ば
か
り
は
ハ
ッ
ス
ル
。
子

ど
も
た
ち
と
参
加
し
た
親
子
競
技
で
は

大
奮
闘
で
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て

い
ま
し
た
。
�

ま
た
、
こ
の
日
は
大
勢
の
父
母
や

祖
父
ら
が
応
援
に
駆
け
つ
け
、
子
や
孫

の
大
奮
闘
に
大
き
な
声
援
と
拍
手
を
贈
っ

て
い
ま
し
た
。
�

�

������������������

　
 10
月
 10
日

 （木）
国
道
１
１
６
号
線
の
郷

本
川
に
架
か
る
橋
の
た
も
と
に
あ
る
横

断
歩
道
に
押
し
ボ
タ
ン
式
の
信
号
機
が

設
置
さ
れ
稼
動
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の

場
所
は
カ
ー
ブ
の
先
端
に
位
置
し
て
い

る
た
め
見
通
し
が
悪
く
、
早
期
の
信
号

機
設
置
が
望
ま
れ
て
い
た
箇
所
で
し
た
。�

���
　
 10
月
４
日

 （金）
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
住
民
対
話
集
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
隣
接
町
か
ら
も
含
め
１

５
０
人
あ
ま
り
が
出
席
、
「
行
政
制
度

の
現
状
比
較
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
使
い

行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
最
初
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
の
趣
旨

と
見
方
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
後
、

意
見
交
換
に
移
り
ま
し
た
。
そ
の
意
見

交
換
で
は
、
現
状
で
は
市
町
村
合
併
に

つ
い
て
分
り
や
す
く
判
断
で
き
る
も
の

が
な
く
、
合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
「
分

ら
な
い
」
と
い
う
意
見
が
相
当
数
の
比

率
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
が
質
問
・

意
見
の
回
答
の
な
か
に
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
 11
月
〜
 12
月
に
か
け
て
の
３
町

村
で
開
催
さ
れ
る
「
地
区
別
対
話
集
会
」

で
は
そ
の
辺
も
踏
ま
え
た
な
か
で
対
応

し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。�

�
���

　
9
月
 30
日

 （月）
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
第
 22
回
ぬ
く
み
会
運
動
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
は
和
島
村
・
出
雲
崎
町
・
寺

泊
町
・
与
板
町
・
三
島
町
か
ら
会
員
 73

人
が
エ
ン
ト
リ
ー
、
赤
白
に
分
か
れ
て

午
前
２
種
目
、
午
後
３
種
目
の
競
技
に

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。�

　
大
き
な
声
援
が
入
る
中
、
ボ
ー
リ
ン

グ
ゲ
ー
ム
や
玉
い
れ
な
ど
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
人
と
一
緒
に
参
加
し
会
場
を
大
い

に
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。�
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版
画
ク
ラ
ブ
で
は
、
次
の
日
程

で
「
手
作
り
年
賀
状
」
の
製
作
指

導
を
実
施
し
ま
す
。�

講
師
　
吉
川
實
先
生
（
与
板
町
）�

会
場
　
ゆ
き
わ
り
荘�

期
日
　
 11
月
 12
日

 （火）
・
 26
日

 （火）�

　
　
　
 12
月
 10
日

 （火）
・
 24
日

 （火）�

時
間
　
午
後
７
時
半
〜
９
時�

費
用
　
３
百
円
程
度
（
教
材
費
）�

連
絡
先
　
塚
田
善
平
（
駅
前
）�

　
　
　
　
　
（
�
 74
―
２
１
１
８
）�

�

【
成
人
向
け
】�

『
冷
静
と
情
熱
の
あ
い
だ
』�

『
ダ
レ
ン
シ
ャ
ン
６
〜
バ
ン
パ

イ
ア
の
運
命
』�

『
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と�

　
　
　
　
　
炎
の
ゴ
ブ
レ
ッ
ト
』�

【
子
ど
も
向
け
】�

『
エ
ア
ー
』
（
優
香
）�

『
カ
ラ
フ
ル
』
（
森
絵
都
）�

『
落
語
絵
本
　
全
６
巻
』�

『
い
つ
で
も
会
え
る
』�

　
　
　
　
（
菊
田
ま
り
こ
）�

�

○
図
書
室
ご
意
見
箱
か
ら�

《
匿
名
》�

　
「
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
、
地
球

温
暖
化
、
熱
帯
雨
林
の
減
少
な

ど
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
地
球
が
、

今
、
大
変
で
す
。�

　
そ
こ
で
、
身
近
な
環
境
に
つ

い
て
考
え
る
本
が
あ
る
と
良
い

と
思
い
ま
す
。�

　
新
し
い
道
路
を
つ
く
る
た
め

に
森
が
切
り
開
か
れ
、
先
住
者

で
あ
る
動
植
物
が
生
き
る
場
を

失
い
、
自
動
車
に
は
ね
ら
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。�

　
”
人
間
は
そ
ん
な
に
エ
ラ
イ

訳
じ
ゃ
な
い
の
に
・
・
。“�

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
、

幼
い
こ
ろ
か
ら
考
え
ら
れ
る
本

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
」�

��

こ
の
ご
意
見
を
検
討
し
次
の
本

を
入
れ
ま
し
た
。�

�

『
地
球
に
や
さ
し
く
暮
ら
す
た

め
の
絵
本
（
高
月
絋
）
』�

〔
解
説
〕
各
ペ
ー
ジ
の
上
半
分

は
環
境
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た

少
し
辛
口
の
一
コ
マ
漫
画
、
下

半
分
に
は
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
情

報
を
織
り
交
ぜ
た
エ
ッ
セ
イ
が

綴
ら
れ
て
い
ま
す
。�

気
負
う
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
楽

し
み
な
が
ら
環
境
問
題
に
つ
い

て
の
知
識
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。�

�

���

○
今
月
の
「
こ
な
か
ク
ラ
ブ
」
は
？�

　
 11
月
の
「
こ
な
か
ク
ラ
ブ
」
で
、
神

棚
の
飾
り
を
作
っ
た
り
し
て
お
正
月
を

迎
え
る
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。�

�

○
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ�

　
 11
月
２
日

 （土）
は
、
桐
島
小
学
校
の
み

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」
の
学
習
を
し
ま

す
。
（
島
田
小
学
校
は
ワ
ッ
ク
ス
塗
布

作
業
の
た
め
お
休
み
で
す
。
）�

　
３
町
村
合
同
大
会
に
向
け
た
「
第
１

回
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
も
終
わ
り
、

和
島
村
の
代
表
 10
チ
ー
ム
が
決
定
し
ま

し
た
。
代
表
チ
ー
ム
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

ん
な
代
表
チ
ー
ム
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
よ
う
と
い
う
方
は
、
ご
家
族
、
ご
近

所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。�

◇
持
ち
物
・
服
装�

　
内
履
き
・
動
き
や
す
い
服
装�

◇
集
合�

　
９
時
 30
分
に
桐
島
小
学
校
体
育
館
集
合�

�

○
切
り
絵
の
学
習�

「
和
島
切
り
絵
村
」
の
指
導
の
も
と
、

神
棚
飾
り
の
制
作
を
行
な
う
「
切
り
絵

の
学
習
」
が
、
 16
日
は
島
田
、
 30
日
は

桐
島
小
学
校
で
行
な
わ
れ
ま
す
。�

◇
期
日
〔
会
場
〕�

 11
月
 16
日

 （土）
〔
島
田
小
学
校
〕�

 11
月
 30
日

 （土）
〔
桐
島
小
学
校
〕�

◇
持
ち
物
・
服
装�

ゴ
ミ
袋
１
枚
・
暖
房
が
な
い
の
で
暖
か

い
服
装�

※
大
人
の
み
百
円
カ
ッ
タ
ー
を
１
本�

※
持
ち
運
び
時
の
事
故
防
止
の
た
め
、

小
学
生
以
下
の
参
加
者
に
は
公
民
館
で

用
意
し
た
カ
ッ
タ
ー
を
お
貸
し
し
ま
す
。�

◇
集
合�

　
９
時
 30
分
ま
で
に
各
小
学
校
体
育
館�

◇
参
加
費�

　
ど
な
た
で
も
１
人
百
円
（
教
材
代
）�

◇
そ
の
他�

　
カ
ッ
タ
ー
を
使
う
活
動
で
す
。
予
め

ご
理
解
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

�

○
今
月
の
「
お
休
み
！
」�

　
 11
月
９
日

 （土）
・
 23
日

 （土）
は
、
両
小

学
校
と
も
に
お
休
み
で
す
。�

　
 11
月
 16
日

 （土）
は
桐
島
小
学
校
、
 11

月
 30
日

 （土）
は
島
田
小
学
校
が
お
休
み
。�

�

���

　
 10
月
号
で
も
ご
案
内
し
ま
し
た
が
、

長
岡
圏
域
 13
市
町
村
で
構
成
さ
れ
る
長

岡
地
域
広
域
市
町
村
圏
文
化
振
興
部
会

が
主
催
す
る
中
学
１
年
生
を
対
象
と
し

た
音
楽
鑑
賞
教
室
に
、
一
般
住
民
 80
名

を
無
料
で
ご
招
待
い
た
し
ま
す
。�

　
定
員
に
若
干
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
越
後
か
ら
生
ま
れ
た

オ
ペ
ラ
「
み
る
な
の
座
敷
」
を
鑑
賞
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。�

�

◇
内
容�

　
　
越
後
オ
ペ
ラ
「
み
る
な
の
座
敷
」�

◇
期
日
／
 11
月
 13
日

 （水）
・
 14
日

 （木）�

　
時
間
／
両
日
と
も�

　
【
午
前
の
部
】�

　
　
午
前
 10
時
 15
分
〜
 11
時
 30
分�

　
【
午
後
の
部
】�

　
　
午
後
１
時
 30
分
〜
２
時
 45
分�

◇
会
場
／
長
岡
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル�

◇
対
象
者�

　
圏
域
住
民
（
た
だ
し
、
未
就
学
児
同

伴
不
可
）�

◇
募
集
人
数�

　
若
干
名(

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す)�

◇
申
込
み
先
／
和
島
村
教
育
委
員
会�

　
　
　
　
　
　
　
（

 74
―
３
１
１
１
）�

◇
そ
の
他�

　
会
場
へ
の
交
通
手
段
は
各
自
で
対
応�

生 涯 学 習 情 報 �

　� ８�

桐
島
小
学
校�

島
田
小
学
校�

　�　�

和
島
村
体
育
協
会
主
催
に
よ
る
第

２
回
村
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
９
月

 29
日

 （日）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
あ

い
に
く
の
雨
で
幼
稚
園
の
隣
に
あ
る
屋

内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
会
場
に
 10
チ
ー

ム
に
よ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。�こ

の
大
会
で
は「
チ
ー
ム
に
必
ず
一

人
以
上
の
未
経
験
者
を
入
れ
る
こ
と
」

と
い
う
ル
ー
ル
が
設
け
ら
れ
、
各
チ
ー

ム
は
ル
ー
ル
や
コ
ツ
を
教
え
な
ら
、
和

気
あ
い
あ
い
と
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。�

　
な
お
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。�

・
優
勝
　
　
双
葉
チ
ー
ム�

　
　
　
　
　
（
下
富
岡
）�

・
準
優
勝
　
八
千
代
チ
ー
ム�

　
　
　
　
　
（
村
田
・
城
之
岡
）�

・
第
３
位
　
生
長
会
Ａ
チ
ー
ム�

　
　
　
　
　
（
中
・
下
小
島
谷
）�

������������

����������������������
体
育
協
会
主
催
に
よ
る
第
 22
回
村

民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
 11
月
 17

日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。�

☆
期
　
　
日
…
 11
月
 17
日

 （日）�

☆
会
　
　
場
…
北
辰
中
学
校�

☆
参
加
資
格
…
中
学
校
以
上
の
村
民
及
び

　
　
　
　
　
　
　
村
内
事
業
所
に
勤
務
す
る
者�

☆
種
　
　
別
…
男
子
の
部
及
び
女
子
の
部�

☆
締

切

り
…
 11
月
 11
日

 （月）�

�

���

公
民
館
主
催
に
よ
る
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
 11
月
 10
日

 （日）
に
開
催
さ

れ
ま
す
。�

☆
期
　
日
…
 11
月
 10
日

 （日）�

☆
会
　
場
…
農
村
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー�

☆
締
切
り
…
 11
月
５
日

 （火）�

◎
各
種
大
会
の
お
申
し
込
み
は
公

民
館
ま
で
。（
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
）�

な
お
、
申
し
込
み
用
紙
は
体
育
指
導

員
、
社
会
教
育
推
進
委
員
、
公
民
館
に

あ
り
ま
す
。�

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。�

　
　
　
　
　
（

 74
―
３
１
１
１
）�

　
　
　
　
　
（

 74
―
３
５
０
０
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
完
全
学
校
週
５
日
制
の
施
行
に
よ
っ

て
、
学
校
体
育
館
開
放
や
土
曜
日
事
業

が
始
ま
り
、
休
日
な
ど
に
学
校
を
利
用

し
て
遊
ぶ
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。�

こ
れ
ま
で
、休
日
な
ど
休
校
日
に
お

い
て
ケ
ガ
な
ど
急
を
要
す
る
こ
と
が
あ
っ

て
も
電
話
器
が
校
内
に
あ
る
た
め
に
連

絡
手
段
が
無
い
と
い
っ
た
不
便
な
状
態

が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
和
島
村
で
は
、

子
ど
も
た
ち
や
利
用
者
の
安
全
面
を
第

一
に
考
え
、
こ
の
度
、
両
小
学
校
屋
外

に
公
衆
電
話
機
を
設
置
し
ま
し
た
。�

※
 10
円
な
ど
硬
貨
投
入
式
の
電
話
機
で

　
す
。（
カ
ー
ド
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。）�

【
設
置
場
所
】�

○
島
田
小
学
校
は
児
童
玄
関
脇�

○
桐
島
小
学
校
は
体
育
館
脇
足
洗
い
場�
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（7）　職員手当の状況�

区　分�

期末手当�

勤勉手当�

退職手当�

和 島 村 � 国�

（13年度支給割合）�
�
６月期�
12月期�
３月期�
　計�
職制上の段階、職務の級等による加算措置�
　　　　　　　　　　　　　　　有�

（支給率）�
勤続20年�
勤続25年�
勤続35年�
最高限度額�
その他の加算措置�
　定年前早期退職特例措置（２～20％）�
退職時特別昇給�
　　　　　20年以上　　　１号�
　　　　　定年又は勧奨　１号�
１人当たり平均支給額　23,072千円�

自己都合�
21.0 月分�
33.75月分�
47.5 月分�
60.0 月分�

勧奨・定年�
28.875月分�
44.55 月分�
62.7  月分�
62.7　月分�

（支給率）�
勤続20年�
勤続25年�
勤続35年�
最高限度額�
その他の加算措置�
　定年前早期退職特例措置（２～20％）�
退職時特別昇給�
　　　　　　　20年以上　１号�

自己都合�
21.0 月分�
33.75月分�
47.5 月分�
60.0 月分�

勧奨・定年�
28.875月分�
44.55 月分�
62.7  月分�
62.7  月分�

�
期末手当�
1.45月分�
1.55月分�
0.55月分�
3.55月分�

�
勤勉手当�
0.6 月分�
0.55月分�
－月分�
1.15月分�

（13年度支給割合）�
�
６月期�
12月期�
３月期�
　計�
職制上の段階、職務の級等による加算措置�
　　　　　　　　　　　　　　　　有�

�
期末手当�
1.45月分�
1.55月分�
0.55月分�
3.55月分�

�
勤勉手当�
0.6 月分�
0.55月分�
－月分�
1.15月分�

（8）　特別職の報酬等の状況�

全 職 種 �

0％�

　0円�

4　�

区　　　　　　　　分�
特殊勤務�

手　　当�

（平成13年度）�

時 間 外 �

勤務手当�

平成13年度�
支 給 総 額 �

職員１人当たり支給年額� 60千円�

6,573千円�

88千円�

4,276千円�

支 給 総 額 �

職員１人当たり支給年額�
平成12年度�

職員全体に占める手当支給職員の割合�

支給対象職員１人当たり平均支給年額�

手 当 の 種 類（手当数）�

区　　分� 内　　　　　　　　容� 国の制度�
との異同�

同じ�

同じ�

同じ�

扶養手当�扶養親族のある職員に支給�

自ら居住するための住宅等の世帯主に支給�

通勤のため必要とされる運賃等の支給�

住居手当�

通勤手当�

（平成14年４月１日現在）�

区　　分�

村　　　長�

助　　　役�

収　入　役�

教　育　長�

712，000円�

570，000円�

534，000円�

499,000円�

255，000円�

189，000円�

181，000円�

1.45月分�

1.55月分�

0.55月分�

3.55月分�

６月期�

12月期�

３月期�

　計�

６月期�

12月期�

３月期�

　計�

1.45月分�

1.70月分�

0.55月分�

3.70月分�

議　　　長�

副　議　長�

議　　　員�

期末手当支給割合�給料・報酬月額�

給

　

料

�

報

　

酬

�

（平成14年４月１日現在）�

一般行政�

特別行政�

公営企業等�
会　　計�

計 �

（10）　定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要�

　
村
民
の
皆
さ
ん
、和
島
村
の
職
員
給
与
等

の
実
情
は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
ら
の
内
容
を
皆
さ
ん
に
も
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、そ
の
内
容
を
公
表
し
ま
す
。�

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。�

（9）　部門別職員数の状況と主な増減理由�
（平成14年４月１日現在）�

職 員 数 �対前年�
増減数�

主 な 増 減 理 由 �

�

平成13年�

2 2 　��
　�

　�
�
�
�

�

�

�

�
�
�

�

15 15 　�
4 4 　�
13 11 △　2
3 3 　�
6 6 　�
1 1 　�
3 3 　�

47 45 △　2

17 17 　�

17 17 　�

2 2 　�
6 6 �

8 8 　�

72 70 △　2

議　会�
総　務�
税　務�
民　生�
衛　生�
農林水産�
商　工�
土　木�

小　計�

教　育�

小　計�

下水道�
その他�

小　計�

合　　　計�

平成14年�

一

般

行

政

部

門

�

部
　
　
門�

特
別
行
政�

会
計
部
門�

公
営
企
業
等�

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、村職員の身分を保有する休職者、派遣職員などを�
　　　含み、臨時又は非常勤職員を除いている。�

国民年金委託業務の減少、入所児童減少�

（平成14年４月１日現在）�

区分�

増減数�

職員数�

増減数�

職員数�

増減数�

職員数�

増減数�

職員数�

12年�
計画前年�
�

54

�

17

�

4

�

75

13年�
1年目�

△3

51

�

17

�

4

△3

72

14年�
2年目�

△6

45

�

17

4

8

△2

70

（参考）�
数値目標�

�

49

�

16

�

4

�

69

　�
�

�
�

�
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（1）　人件費の状況（普通会計決算）�

平成13年度�
5,144人� 2,495,238

千円� 千円� 千円� ％� ％�
83,695 565,680 22.7 22.7

区　　分�
住民基本台帳人口�
　　　　（年度末）�

平成14年３月31日現在�

歳　　出　　額�
　　　　　　Ａ�

実　質　収　支�人　　件　　費�
　　　　　　Ｂ�

人　件　費　率�
（Ｂ／Ａ）�

（参考）平成12年�
度の人件費率�

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。�

（2）　職員給与費の状況（一般会計予算）�

平成14年度� 63人� 221,747千円� 25,248千円� 91,947千円� 338,942千円� 5,380千円�

区　　分�
職　　員　　数�
　　　　　　Ａ�給　　　　　料�職　員　手　当�

給 与 費 �

期末・勉強手当�　　　計　　　�　　　　　　Ｂ�

一人当たり給与費�
（Ｂ／Ａ）�

（注）１．職員手当には、退職手当を含まない。�
　　　２．給与費は、当初予算に計上された額である。�

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいうものである。�

（3）　職員の平均給料月額及び平均年齢の状況�

和島村�

平均給料月額�

一 般 行 政 職 � 技 能 労 務 職 �

平均年齢�平均給料月額�平均年齢�

315,000円�

365,953円�

41.2歳�

42.7歳�

240,600円�

339,900円�

49.8歳�

45.4歳�

区 分 �

新潟県�

（平成14年４月１日現在）�

（5）　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況�

（4）　職員の初任給の状況�
（平成14年４月１日現在）�

和 島 村 �

決定初任給�
採用２年経過日�
給　　料　　額�

採用２年経過日�
給　　料　　額�

初 任 給 �
区　　分�

国�

大学卒�174，400円�

141，900円�

181，400円�

146，500円�

174，400円�

141，900円�

188，900円�

151，800円�
一般行政職�

高校卒�

区　　　　分� 経験年数10年以上15年未満�

2,824百円�

2,195百円�

3,645百円�

3,361百円�

経験年数20年以上25年未満�

大 学 卒 �
一般行政職�

高 校 卒 �

（平成14年４月１日現在）�

（注）１．和島村の給与条例に基づく給料表の級区別による職員数である。�
　　　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。�

（6）　一般行政職の級別職員数の状況� （平成14年４月１日現在）�

区　　　分�

標 準 的 な �
業 務 内 容 �

職 員 数 �

構 成 比 �

１年前の�
構 成 比 �

５年前の�
構 成 比 �

１　級�

主　事�

―人� 4人� 10人� 10人� 8人� 5人� 4人� 2人� 43人�

―％� 9.3％� 23.3％� 23.3％� 18.6％� 11.6％� 9.3％� 4.6％� 100％�

―％� 4.5％� 20.5％� 22.7％� 22.7％� 15.9％� 11.4％� 2.3％� 100％�

9.8％� 11.8％� 11.8％� 25.5％� 29.4％� 9.8％� 1.9％� ―％� 100％�

主　事� 主　事�
主　任�
主　査�

主　査�
係　長�

係　長� 課　長�

２　級� ３　級� ４　級� ５　級� ６　級� ７　級�

課　長�

８　級� 計�

参
　
　
考�

和島村職員の給与などのあらましを村民のみなさんに公表します�

　�
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秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動�

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動�

飲
酒
運
転

飲
酒
運
転�

　
　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン�

飲
酒
運
転�

　
　
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン�

交
通
安
全
活
動
の

交
通
安
全
活
動
の�

　
　
　
　
　
推
進
に
尽
力

　
　
　
　
　
推
進
に
尽
力�

交
通
安
全
活
動
の�

　
　
　
　
　
推
進
に
尽
力�

優
秀
競
技
者
を
た
た
え
て�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
和
島
村
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
―�

消
す
心
　
置
い
て
く
だ
さ
い
　
火
の
そ
ば
に�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
秋
の
火
災
予
防
運
動
―�

　
冬
に
向
か
っ
て
日
ご
と
に
寒
く
な
っ

て
い
く
こ
の
季
節
、
ス
ト
ー
ブ
や
こ
た

つ
な
ど
の
暖
房
器
具
な
ど
に
よ
る
住
宅

火
災
も
多
く
な
り
は
じ
め
ま
す
。�

　
平
成
 13
年
度
新
潟
県
で
の
火
災
原
因

で
最
も
多
か
っ
た
の
が
、「
こ
ん
ろ
」

で
す
。
つ
ま
り
火
を
取
り
扱
う
人
の
”

不
注
意
“
が
火
災
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
う
こ
と
が
言
え
る
で
し
ょ
う
。�

　
新
潟
県
で
は
 11
月
９
日

 （土）
〜
 15
日

 （金）

の
７
日
間
に
わ
た
り
「
秋
の
火
災
予
防

運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
機

に
家
族
で
防
火
を
も
う
一
度
考
え
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。�

�

　
９
月
 21
日

 （土）
〜
 30
日

 （月）
ま
で
の
 10
日

間
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
和
島
村
で
も
交
通
安
全
協
会

の
皆
さ
ん
や
交
通
指
導
員
を
中
心
に
、

小
・
中
学
生
の
通
学
路
の
危
険
箇
所
に

立
ち
街
頭
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
 24
日

 （火）
に
は
島
田
小
学
校
前
の

横
断
歩
道
で
久
須
美
村
長
が
街
頭
に
立

ち
、
街
頭
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。�

���������������

���

　
 10
月
２
日

 （水）
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
運
転
適
正
検
査
車「
か
が
や
き
号
」

に
よ
る
運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
企
画
は
「
飲
酒

運
転
を
体
験
し
よ
う
」と
い
う
こ
と
で
、

普
段
で
は
絶
対
に
行
う
こ
と
の
で
き
な

い
飲
酒
運
転
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
体

験
者
は「
や
っ
ぱ
り
酒
を
飲
ん
で
る
と
、

体
は
動
く
け
ど
、
判
断
が
遅
れ
る
ね
。

こ
れ
が
大
事
故
に
な
る
ん
だ
ろ
う
ね
」

と
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。�

　
昨
年
の
 12
月
か
ら
、
改
正
刑
法
の
危

険
運
転
致
傷
罪
が
、
今
年
の
６
月
か
ら

は
改
正
道
路
交
通
法
が
施
行
さ
れ
飲
酒

運
転
に
よ
る
罰
則
は
強
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
お
酒
を

飲
む
機
会
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、

飲
酒
運
転
の
代
償
に
は
”悲
惨
な
現
実
“が

待
ち
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
一
人

ひ
と
り
が
し
っ
か
り
と
認
識
し
、
家
庭
、

職
場
、
地
域
ぐ
る
み
で
和
島
村
か
ら
飲

酒
運
転
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。�

����

　
多
年
に
わ
た
り
、
和
島
村
の
交
通
安

全
活
動
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

久
住
大
二
郎
さ
ん
（
小
島
谷
）
が
こ
の

ほ
ど
県
警
本
部
長
及
び
県
交
通
安
全
協

会
長
よ
り
そ
の
実
績
が
認
め
ら
れ
「
交

通
安
全
表
彰
」を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。�

　
久
住
さ
ん
は
昭
和
 60
年
１
月
に
和
島

村
交
通
安
全
協
会
幹
事
に
就
任
。
現
在

は
監
事
と
し
て
協
会
の
会
議
、
街
頭
指

導
及
び
施
設
点
検
等
に
多
大
な
る
ご
協

力
を
い
だ
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た

び
の
表
彰
は
そ
の
優
れ
た
活
躍
が
認
め

ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。�

�

　
和
島
村
の
優
秀
競
技
者
を
表
彰
す
る

「
和
島
村
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
」
が
 10
月
６

日
村
民
親
善
大
運
動
会
の
開
会
式
で
行

わ
れ
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
加
勢
健

悟
さ
ん
に
賞
状
と
記
念
の
メ
ダ
ル
が
渡

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
な
る
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。�

�

加
勢
　
健
吾
　
さ
ん
（
根
小
屋
）�

　
○
競
技
種
目
　
レ
ス
リ
ン
グ�

　
○
ス
ポ
ー
ツ
歴�

・
第
 55
回
新
潟
県
総
合
体
育
大
会
レ
ス

　
リ
ン
グ
 69
　
級
優
勝�

・
第
 49
回
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
レ

　
ス
リ
ン
グ
 69
　
級
２
回
戦
進
出�

・
第
 57
回
国
民
体
育
大
会
レ
ス
リ
ン
グ

　
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
 69
　
出
場�
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早
川
淺
五
郎
さ
ん�

　大矢　良二さん�　久住梅次郎さん�　星　友吉さん�

　
こ
の
ほ
ど
、
新
潟
県
農
業
会
議
会
長

よ
り
早
川
淺
五
郎
さ
ん
、
大
矢
良
二
さ

ん
、
久
住
梅
次
郎
さ
ん
、
星
友
吉
さ
ん
、

の
４
名
に
農
業
委
員
と
し
て
の
永
年
の

功
績
が
認
め
ら
れ
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。�

　
早
川
さ
ん
は
通
算
で
五
期
十
五
年
に

わ
た
り
農
業
委
員
会
委
員
を
勤
め
ら
れ

和
島
村
の
農
業
の
発
展
と
農
業
者
の
地

位
の
向
上
に
努
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め

ら
れ
今
回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
大
矢
良
二
さ
ん
、
久
住
梅
次
郎

さ
ん
、
星
友
吉
さ
ん
は
継
続
３
期
に
わ

た
り
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
勤
務
さ

れ
そ
の
長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今

回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
度
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
と
と
も
に

和
島
村
の
農
業
政
策
へ
の
更
な
る
ご
尽

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
た
い
へ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。�

���

　
※
通
算
十
五
年
勤
続�

　
　
　
　
　
　
早
川
淺
五
郎
　
さ
ん�

�

　
※
継
続
三
期
勤
続�

　
　
　
　
　
　
大
矢
　
良
二
　
さ
ん�

　
　
　
　
　
　
久
住
梅
次
郎
　
さ
ん�

　
　
　
　
　
　
星
　
　
友
吉
　
さ
ん�

��
　
平
成
 15
年
４
月
か
ら
新
し
く
保
育
所

に
入
所
を
希
望
す
る
児
童
の
申
込
受
付

を
、
次
の
要
領
で
行
い
ま
す
。�

■
受 

付 

期 

間�

　
 11
月
 21
日

 （木）
〜
 12
月
 10
日

 （火）�

　
午
前
８
時
 30
分
〜
午
後
５
時�

■
申
込
用
紙
取
扱
場
所
及
び
受
付
場
所�

　
役
場
住
民
課
福
祉
係
及
び
保
育
所�

■
対 

象 

児 

童�

　
家
庭
に
お
い
て
、
父
母
、
祖
父
母
等

　
が
労
働
・
療
養
又
は
病
人
の
看
護
等

　
の
理
由
で
保
育
で
き
な
い
児
童
。�

■
定
　
　
　
員�

　
１
２
０
名�

■
通
常
の
保
育
時
間�

　
午
前
８
時
〜
午
後
４
時
 30
分�

　（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）�

■
送
　
　
　
迎�

　
原
則
バ
ス
通
園（
た
だ
し
、３
歳
児
未

　
満
、延
長
保
育
希
望
者
に
つ
い
て
は
、

　
そ
の
保
護
者
が
送
迎
し
て
く
だ
さ
い
。）�

■
保
　
育
　
料�

　
児
童
の
４
月
１
日
現
在
の
年
齢
や
生

　
計
を
同
じ
く
す
る
父
母
（
祖
父
母
が

　
家
計
の
主
催
者
で
あ
る
場
合
は
除
く
）

　
の
納
め
て
い
る
税
金
額
で
保
育
料
徴

　
収
基
準
に
よ
り
徴
収
し
ま
す
。�

■
給
　
　
　
食�

　
☆
３
歳
児
未
満
児
（
完
全
給
食
）�

　
☆
３
歳
児
以
上
児
（
副
食
給
食
）�

■
必 

要 

書 

類�

　
①
入
所
申
込
書�

　
②
平
成
 14
年
分
源
泉
徴
収
票（
給
与
所

　
　
得
者
は
会
社
か
ら
受
け
取
り
次
第
、

　
　
コ
ピ
ー
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）�

　
③
入
所
調
査
書�

　
④
就
労
証
明
書
（
内
職
や
パ
ー
ト
の

　
　
方
は
依
頼
主
・
雇
用
主
の
証
明
）�

※
平
成
 14
年
度
か
ら
引
き
続
き
入
所
を

　
希
望
さ
れ
る
児
童
の
手
続
き
に
つ
い

　
て
は
保
育
所
を
通
じ
て
連
絡
し
ま
す
。�

�

○
延
長
保
育
に
つ
い
て�

　
共
働
き
な
ど
の
家
庭
で
、
通
常
の
保

育
時
間
内
に
送
迎
で
き
な
い
た
め
に
延

長
保
育
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
保
育

所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。�

◎
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
住
民
課
・
福

祉
係
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。�

���

　
平
成
 15
年
４
月
か
ら
幼
稚
園
に
入
園

を
希
望
す
る
幼
児
の
申
込
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。�

�

■
受
付
期
間�

　
 11
月
 21
日

 （木）
〜
 12
月
 10
日

 （火）�

■
入
園
で
き
る
幼
児�

　
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
 10
年

　
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
。�

■
提
出
書
類
及
び
提
出
先�

　
入
園
願
の
用
紙
と
幼
稚
園
に
関
す
る

説
明
書
を
、
保
育
所
を
通
じ
て
幼
児
の

ご
家
庭
に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
幼
稚
園
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
入
園
願
の
用
紙

は
幼
稚
園
及
び
教
育
委
員
会
に
も
あ
り

ま
す
。�

◎
詳
細
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
ま
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。�

�����������������

和
島
幼
稚
園
、
保
育
所
の
入
園
入
所
の�

受
付
を
 11
月
 21
日

 （木）
か
ら
開
始
し
ま
す
。�
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気
づ
い
て
く
だ
さ
い�

　
　
　
子
ど
も
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ�

なぐる、ける、溺れさせる、異物
を飲ませる、戸外に締め出す、な
ど。�

【第2条第1号　児童の身体に外傷
が生じ、または生じるおそれのある
暴行を加えること】�

言葉によるおどし、脅迫、無視、きょ
うだい間の差別的な扱いなど。�

【第2条第4号　児童に著しい心理
的外傷を与える言動を行うこと】�

家に閉じ込める、病気やケガを
しても病院に連れて行かない、
適切な食事を与えない、ひどく
不潔なままにする、自動車内や
家に置き去りにするなど。�

【第2条第3号　児童の心身の正常
な発達を妨げるような著しい減食
または長時間の放置、その他の保
護者としての監督を著しく怠ること】�

子どもへの性交、性的行為の強要、
性器や性交を見せる、ポルノグ
ラフティーの被写体に子どもを
強要するなど。�

【第2条2号　児童にわいせつな行
為をすること、または児童にわいせ
つな行為をさせること】�

【 】は児童虐待防止法第2条で定められている虐待の定義です�

通告ってむずかしい!!

どうしたらいいんだろう?

教諭の佐藤さん� 看護師の鈴木さん� 子育てサークルの世話役・田中さん�

虐待はかくされていることが多いので、もしやとい
うあなたの疑いはとても重要になります。こどもを
守るためにも、まず相談という行動を起こしましょう。
周囲の理解や協力を得るにはどうしたらよいかも、いっ
しょに考えていきましょう。�

虐待でなくても、あなたからの相談は、苦しい思い
をしている親子が“よき援助者に”出会うきっかけ
になるはずです。「気にかかる親子がいます」「力
になってあげてほしいんです」と、ぜひ専門機関に
話してみてください。�

　医師や公務員などには、職業上知りえた個人の秘
密を守る義務があります。しかし、子ども虐待の通
告義務は法律で守秘義務より優先される旨示され
ています。（児童虐待防止法第６条第２項）子どもを
守ることが最優先であり、違反に問われることはあ
りません。� 相談した人が誰か特定されてしまうような情報は、けっ

してもらしません。秘密は必ず守られます。�

相談したあと、どうなるの？�

○関係各機関と連携し、できる
かぎりの情報を集めること
から始めます。�

○親子の状況を判断し、関連
機関の職員とともにチーム
をつくり、援助を始めます。�

○危険が大きいときは、子ども
を入院させたり児童相談所
での一時保護などを行いま
す。なお、親権者の同意が得
られなくても一時保護したり、
家庭裁判所の承認により子
どもを施設に入所させるこ
ともあります。�

○しかし、施設入所は虐待へ
の対応の「終わり」ではなく
「始まり」です。その後も関
係各機関がそれぞれの役割
をにないながら、親子を支
援しつづけます。�

�
�

�
�

　�

�
�

�
�

　�
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11月の納税・納入�

国 民 健 康 保 険 料 �

介 護 保 険 料 �

保 育 所 保 育 料 �

幼 稚 園 保 育 料 �

○�

○�

○

○�

11月�

水�木�金�土�火�月�日�

役場　 74－3111　FAX74－2791

11月の救急診療のご案内�

※都合により当番の変更がありますので、事前にご確認ください。�
�

■休日救急当番医表�

■お問い合せ及び連絡先�
長岡赤十字病院�
長岡中央綜合病院�
立 川 綜 合 病 院 �
長 岡 西 病 院 �
明 石 医 院 �
小 林 医 院 �

区　　分� 午前10時～午後５時� 午前９時～翌午前９時�
診療科目� 産婦人科� 内科・小児科・外科・産婦人科�
  ３日（日）�
  ４日（振休）�
  10日（日）�
  17日（日）�
  23日（祝）�

  24日（日）�

■内科、小児科、外科、歯科の昼間�
診療科目� 診療時間�

長岡市休日急患診療所（ 35－8255）�
長岡休日急患歯科診療所（ 33－9644）�

内科・小児科・外科 �
歯科�

9：00～18：00
9：00～16：00

28－3600�
35－3700�
33－3111�
27－8500�
32－3262�
27－7755

斎 藤 医 院 �
杉 本 医 院 �
セントポーリアウィメンズクリニック�
トマトレディスクリニック�
丸 岡 医 院 �

32－4499�
32－1546�
21－0800�
39－7111�
39－2422

長岡広域圏イベント情報�
越路町�『もみじ園ライトアップ』　�

◆期　日／11月１日（金）～11月下旬�
◆会　場／もみじ園�
◆内　容／紅葉のもみじ園を夕暮れから午後９時頃ま
でライトアップします。�

◆問合せ／越路町企画振興課（ 92－5902）�

出雲崎町�『第27回出雲崎町産業まつり』　�

◆期　日／11月３日（日）�
◆会　場／出雲崎町民体育館�
◆内　容／秋の味覚昼食会・一日デパート・青空野菜
市・子どもプレイランド・鮮魚プレゼントなどがあ
ります。�

◆問合せ／出雲崎町農林水産課（ 78－2295）�

与板町�『第22回たちばな健康マラソン大会』　�

◆期　日／11月３日（日）�
◆会　場／与板町内�
◆内　容／小学生３km、一般（中学生以上）５km、一般
（高校生以上）10km、のんびりコース（２人１組で走る）。
【参加費】小・中学生100円、高校生以上300円。�

◆問合せ／与板町教育委員会（ 72－3528）�

歯
の
健
康

歯
の
健
康�

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー�

歯
の
健
康

歯
の
健
康�

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー�

歯
の
健
康�

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー�

いつまでも　キラキラ光る　歯でいたい　　北辰中学校　1年　池浦 雅さん�

 　 　 　 　 　 1 2�

 3 4 5 6 7 8 9�

 10 11 12 13 14 15 16�

 17 18 19 20 21 22 23�

 24 25 26 27 28 29 30

明 石 医 院 �
斎 藤 医 院 �
小 林 医 院 �
丸 岡 医 院 �
トマトレディスクリニック
セントポーリア�
ウィメンズクリニック�

立 川 綜 合 病 院 �
長 岡 赤 十 字 病 院 �
長 岡 中 央 綜 合 病 院 �
立 川 綜 合 病 院 �
長 岡 赤 十 字 病 院 �

長 岡 中 央 綜 合 病 院 �

Ｑ
　
歯
科
医
院
で
歯
を
抜
い
た
際
、

先
生
か
ら
「
抜
い
た
部
分
に
は
ブ
リ
ッ

ジ
を
入
れ
ま
す
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

ブ
リ
ッ
ジ
と
は
、
ど
う
い
う
も
の

な
の
で
し
ょ
う
か
。
�

�Ａ
　
数
本
の
歯
を
失
っ
た
と
き
、

不
便
を
感
じ
る
こ
と
は
起
こ
り
う

る
こ
と
で
す
。
そ
の
解
消
法
の
一

つ
と
し
て
ブ
リ
ッ
ジ
が
あ
り
ま
す
。

ブ
リ
ッ
ジ
と
は
川
に
架
か
る
橋
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。
歯
の

形
を
し
た
橋
を
作
り
失
わ
れ
た
歯

の
両
側
に
あ
る
残
っ
た
歯
に
冠
を

被
せ
て
橋
げ
た
に
し
、
そ
れ
を
土

台
に
し
接
着
剤
で
固
定
す
る
方
法

で
す
。
�

　
ブ
リ
ッ
ジ
の
も
つ
長
所
は
、
安

定
感
が
あ
り
、
噛
む
感
覚
も
自
分

の
歯
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。

人
口
の
歯
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
る

こ
と
も
あ
る
く
ら
い
で
す
。
一
方

短
所
に
は
、
ブ
リ
ッ
ジ
を
装
着
す

る
際
に
土
台
と
な
る
残
っ
た
歯
を

削
る
こ
と
に
な
り
、
麻
酔
が
必
要

と
な
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
�

　
失
っ
た
歯
の
部
分
を
ブ
リ
ッ
ジ

す
る
か
ど
う
か
は
、患
者
さ
ん
自
身

の
意
思
と
、土
台
と
な
る
歯
の
状
態
、

位
置
関
係
等
、歯
科
医
師
に
よ
る
専

門
的
な
判
断
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
�

　
　
　
　
（
新
潟
県
歯
科
医
師
会
）
�

パートタイム労働旬間�パートタイム労働旬間�パートタイム労働旬間�
11月1日～10日�

～均衡処遇　パートが活きる　企業が伸びる～�

　11月1日～10日はパートタイム労働旬間

です。�

　パートタイマー、アルバイトなど短い時間

働く労働者であっても、正社員と同じように

労働基準法などの労働関係法令が適用されます。�

　安心していきいきと働けるよう、あなたを

取りまく法律や制度について、正確な知識を

身につけましょう。�

�

□お問合わせ�

新潟労働局雇用均等室�

（　025－234－5928）�

インターネットアドレス�

http://www.niigata-roudoukyoku.go.jp�

�

�
�

�
�

�
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身近な家庭用品にまつわる役立つ知識�
���

使
い
捨
て
カ
イ
ロ
が
熱
く
な
る
の
は
な

ぜ
で
し
ょ
う
か
。�

使
い
捨
て
カ
イ
ロ
の
主
成
分
は
鉄
で
す
。

実
は
、
こ
の
鉄
が
サ
ビ
る
（
酸
化
す
る
）
時

に
発
生
す
る
熱
を
上
手
く
利
用
し
て
い
る

の
で
す
。�

す
べ
て
の
金
属
は
酸
化
す
る
時
に
熱
を

発
生
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、酸
化
の
ス
ピ
ー

ド
が
緩
や
か
な
場
合
は
温
度
も
少
し
ず
つ

し
か
上
が
ら
な
い
の
で
温
か
さ
を
体
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。�

鉄
も
塊
と
な
る
と
空
気
に
触
れ
る
部
分

が
少
な
く
、
酸
化
す
る
場
所
が
限
ら
れ
て

し
ま
い
ま
す
。同
じ
１
 kg
の
鉄
で
も
塊
と

鉄
粉
で
は
酸
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
違
い
ま
す
。

鉄
粉
は
塊
に
比
べ
て
相
対
的
に
表
面
積
が

増
え
、-酸
素
と
の
反
応
が
早
く
な
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
酸
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
と
い

う
わ
け
で
す
。
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
が
鉄
粉

を
利
用
し
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。�

例
え
ば
金
属
た
わ
し
（
鉄
を
繊
維
状
に

し
た
も
の
）
に
火
を
近
づ
け
る
と
容
易
に

燃
え
る
（
酸
化
）
ま
す
が
、
同
じ
鉄
で
も
塊

だ
と
そ
う
簡
単
に
は
燃
え
ま
せ
ん
。
こ
れ

と
同
じ
理
由
で
す
。�

こ
の
鉄
粉
に
酸
化
促
進
物
質
（
触
媒
）

を
加
え
て
よ
り
酸
化
す
る
ス
ピ
ー
ド
を
上

げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
体
感
で
き
る
暖
か
さ

が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

�

○
早
く
サ
ビ
さ
せ
る
た
め
に�

で
は
酸
化
促
進
物
質
と
は
何
で
し
ょ
う

か
。
要
す
る
に
鉄
を
早
く
サ
ビ
さ
せ
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。�

い
つ
も
海
の
近
く
で
乗
っ
て
い
る
自
転

車
や
自
動
車
の
金
属
部
分
は
、海
か
ら
離
れ

た
所
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
自
転
車
や

自
動
車
に
比
べ
て
サ
ビ
や
傷
み
が
早
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、湿
気
が
多
く

塩
分
を
多
く
含
ん
だ
潮
風
に
あ
た
り
酸
化

が
促
進
さ
れ
る
か
ら
で
す
。つ
ま
り
、水
と

塩
分
が
酸
化
を
促
進
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。�

使
い
捨
て
カ
イ
ロ
の
原
材
料
名
を
み
て

み
る
と
、鉄
粉
、塩（
塩
分
）水
を
含
ま
せ
た

吸
収
ポ
リ
マ
ー
、
活
性
炭
な
ど
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。�

現
実
の
製
品
は
、
中
身
だ
け
で
な
く
本

体
外
袋（
不
織
布
）と
空
気
を
通
さ
な
い
ラ

ミ
ネ
ー
ト
包
装
材
の
三
者
の
効
果
で
成
り

立
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
鉄
を
サ
ビ
さ
せ
る

ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ
て
い
ま
す
。�

������������

���

多
く
の
浄
水
器
に
は
活
性
炭
か
中
空
糸

膜
ま
た
は
こ
れ
ら
を
併
用
し
た
も
の
が
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
浄
水
器
の
基
本
的
な

役
割
は
水
に
含
ま
れ
て
い
る
不
純
物
を
除

去
す
る
こ
と
で
す
。
活
性
炭
よ
り
中
空
糸

膜
の
ほ
う
が
よ
り
細
か
い
物
質
ま
で
除
去

で
き
ま
す
。�

�

○
浄
水
器
の
正
し
い
使
い
方�

浄
水
器
を
使
う
と
き
に
注
意
す
べ
き
点

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。�

し
ば
ら
く
使
わ
な
い
浄
水
器
の
中
に
雑

菌
が
繁
殖
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

毎
日
、
初
め
に
使
う
と
き
に
は
 10
秒
以
上
、

水
を
流
し
て
か
ら
使
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。�ま

た
、
浄
水
器
を
通
っ
た
水
は
残
留
塩

素
が
取
り
除
か
れ
て
い
ま
す
。
カ
ル
キ
臭

が
な
く
な
る
か
わ
り
に
雑
菌
が
繁
殖
し
す

く
な
り
ま
す
。
水
を
保
存
し
な
い
で
早
く

使
う
こ
と
が
必
要
で
す
。�

�

○
併
用
タ
イ
プ
の
浄
水
の
し
く
み�

浄
水
器
に
入
っ
た
水
は
活
性
炭
に
よ
っ

て
カ
ル
キ
臭
や
、鉄
サ
ビ
な
ど
が
除
去（
吸

着
）さ
れ
ま
す
。そ
の
後
に
中
空
糸
膜
を
通

り
活
性
炭
で
取
り
き
れ
な
か
っ
た
物
が
除

去
さ
れ
ま
す
。
中
空
糸
膜
は
ス
ト
ロ
ー
の

よ
う
な
構
造
の
も
の
が
束
に
な
り
、
個
々

の
壁
面
に
は
０
、
１
ミ
ク
ロ
ン
く
ら
い
の

無
数
の
小
さ
な
孔
が
空
い
て
い
ま
す
。
こ

の
穴
よ
り
大
き
い
物
は
通
さ
な
い
仕
組
み

で
す
。
濁
り
や
雑
菌
（
一
般
細
菌
）
な
ど
は

こ
こ
で
除
去
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

活
性
炭
、中
空
糸
膜
共
に
し
ば
ら
く
使
っ

て
い
る
と
吸
着
物
の
量
が
増
え
、
孔
が
ふ

さ
が
り
水
の
出
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
と
き
が
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
取
り

替
え
時
期
に
な
り
ま
す
が
、
吸
着
・
除
去

す
る
も
の
が
多
い
ほ
ど
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の

寿
命
が
短
く
な
り
ま
す
。   �

水
道
水
に
は
ミ
ネ
ラ
ル
分
（
カ
ル
シ
ウ

ム
、マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
）が
含
ま
れ
て
お

り
、
浄
水
器
に
よ
っ
て
ミ
ネ
ラ
ル
分
ま
で

除
去
し
て
し
ま
っ
て
は
か
え
っ
て
体
に
良

く
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、中
空
糸
膜
が
除

去
で
き
る
範
囲
は
０
、
１
ミ
ク
ロ
ン
以
上

の
も
の
な
の
で
ミ
ネ
ラ
ル
分
ま
で
は
除
去

さ
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
活
性
炭
で
も
除

去
さ
れ
ま
せ
ん
。
浄
水
器
は
ミ
ネ
ラ
ル
は

そ
の
ま
ま
に
余
計
な
不
純
物
だ
け
取
り
除

い
て
く
れ
ま
す
。
た
だ
し
逆
浸
透
膜
や
イ

オ
ン
交
換
樹
脂
を
利
用
し
た
浄
水
器
は
、

中
空
糸
膜
よ
り
除
去
性
能
が
高
い
の
で
ミ

ネ
ラ
ル
分
ま
で
除
去
し
ま
す
。�

�

○
お
い
し
い
水
の
条
件�

一
般
に
お
い
し
い
水
と
は
、「
ミ
ネ
ラ

ル
、
硬
度
、
炭
酸
ガ
ス
、
酸
素
を
適
度
に
備

え
た
冷
た
い
水
」と
な
っ
て
い
ま
す
。つ
ま

り
、浄
水
器
で
な
ん
で
も
除
去
し
て
し
ま
っ

た
水
は
お
い
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。�

�

　�

　�

　�

　�



知
事
と
語
る�

む
ら
お
こ
し
・
ま
ち
づ
く
り�

新
潟
県
の
最
低
賃
金
が�

替
わ
り
ま
し
た�

優
秀
無
事
故
運
転
者�

表
彰
の
お
知
ら
せ�

19 　�

い
き
い
き
呼
吸
教
室�

平
成
14
年
分  

年
末
調
整
説
明
会�

開
催
日
の
お
知
ら
せ�

歯の洗濯　仕上げはフロスで　スッキリと　　北辰中学校　保健委員会�

お
詫
び
と
訂
正�

�

広
報
 10
月
号
 14
頁「
う
ぶ
ご
え
」の

欄
、清
水
幹
生
く
ん
の
誕
生
日
と
大
崎

愛
瑠
花
さ
ん
の
名
前
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。ま
た
５
頁
ト
ピ
ッ
ク
ス
の「
長

寿
を
祝
っ
て
」の
欄
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。ま
た
 12
頁
欄
外「
歯
の
標
語
」に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。こ
こ
に
深
く
お

詫
び
し
訂
正
い
た
し
ま
す
。�

�正 

Ｈ
 14.

８.

 15  

　
誤 

Ｈ
 14.

８.

 16�

正 

大
崎
愛
瑠
花  

　
誤 

大
崎
愛
留
夏�

正 

保
育
所
の
子
ど
も
た
ち�

  

　
誤 

幼
稚
園
児�

正 

北
辰
中
学
校  

　
誤 

北
辰
小
学
校�

�

���

　
知
事
と
地
域
で
活
躍
す
る
人
達
が
そ

の
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
し
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。�

■
日
　
時
／
 11
月
 26
日

 （火）�

　
　
　
　
　
午
後
１
時
 30
分
〜
４
時�

■
会
　
場�

　
長
岡
市
立
中
央
図
書
館�

　
２
階
講
堂（
長
岡
市
学
校
町
）�

■
テ
ー
マ�

　
若
者
が
集
う
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り�

　
〜
地
域
資
源
・
文
化
を
長
岡
の
ま
ち

　
　
づ
く
り
に
活
か
す
〜�

■
申
込
締
切�

　
 11
月
 18
日

 （月）�

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。�

※
保
育
ル
ー
ム
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
申
込
時
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。�

■
申
込
・
問
合
先�

　
長
岡
地
域
振
興
事
務
所
　�

　
地
域
振
興
課�

　
（

０
２
５
８
―
 38
―
２
５
０
７
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電
子
メ
ー
ル�

　t02107a5@
m
ail.pref.niigata.jp�
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こ
れ
ま
で
の「
日
額
」と「
時
間
額
」

が
今
回
か
ら
「
時
間
額
の
み
」
に
な
り

ま
し
た
。
金
額
に
つ
い
て
は
、
前
回
と

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。�

○
時
間
額
６
４
１
円�

　
（
効
力
発
生
年
月
日
：�

　
　
　
　
　
平
成
 14
年
９
月
 30
日
）�

※
最
低
賃
金
は
、
原
則
と
し
て
常
用
・

臨
時
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
雇
用
形
態
に
関
係
な
く
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。�

※
最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金
に
は
、

精
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当

は
除
外
さ
れ
ま
す
。�

※
特
定
の
産
業
に
は
産
業
別
最
低
賃
金

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

����

　
平
成
 15
年
の
優
良
無
事
故
運
転
者
の

表
彰
が
実
施
さ
れ
ま
す
。�

　
該
当
さ
れ
る
方
は
以
下
に
よ
り
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。�

■
表
彰
種
別�

　
①
 10
年 

表
彰�

　
②
 20
年 

表
彰�

　
③
 30
年 

表
彰�

　
④
 40
年 

表
彰�

　
⑤
 50
年 

表
彰�

　
過
去
一
度
も
申
請
し
た
こ
と
が
な
い

方
で
も
②
〜
⑤
の
申
請
が
で
き
ま
す
。�

■
受
賞
資
格�

①
通
安
全
協
会
の
会
員
で
あ
る
こ
と
。�

②
平
成
 14
年
 12
月
 31
日
現
在
、
申
請
す

る
「
表
彰
年
数
」
以
上
の
運
転
経
験

が
あ
り
、当
該
年
数
の
間
継
続
し
て

事
故
・
違
反
が
無
い
こ
と
。た
だ
し

過
去
 10
年
間
の
区
切
り
で
、 10
年
間

に
行
政
処
分
点
数
３
点
以
下
の
事
故
、

違
反
に
つ
い
て
は
、１
回
に
限
り
前

歴
と
し
ま
せ
ん
。（
た
だ
し
、こ
の
条

件
は
飛
び
つ
け
表
彰〈
過
去
表
彰
歴

が
な
く
今
回
は
じ
め
て
 20
年
以
上

の
表
彰
を
申
請
す
る
こ
と
〉に
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
）�

■
申
請
手
続
き�

　
平
成
 14
年
 12
月
 13
日

 （金）
ま
で
に
、

免
許
証
、交
通
安
全
協
会
会
員
証
、

認
印
を
ご
持
参
の
う
え
、役
場
２
階

総
務
課
ま
で
お
い
で
下
さ
い
。�

　
な
お
、飛
び
付
け
表
彰
を
申
請
さ

れ
る
場
合
は「
運
転
記
録
証
明
書（
５

年
）」及
び
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
裏
面「
無
事

故
無
違
反
の
証
」の
写
し
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。�

■
詳
し
く
は�

　
和
島
村
役
場
総
務
課
ま
で
お
問

合
わ
せ
く
だ
さ
い�

（
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―
３
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１
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３
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長
岡
健
康
福
祉
環
境
事
務
所
で
は
睡

眠
時
無
呼
吸
症
候
群
や
閉
塞
性
肺
機
能

障
害
、
ま
た
拘
束
性
肺
機
能
障
害
の
方

が
正
し
い
知
識
と
療
養
方
法
及
び
、
呼

吸
を
楽
に
す
る
た
め
の
方
法
を
習
得
す

る
こ
と
に
よ
り
、
自
覚
症
状
の
緩
和
と

と
も
に
、
呼
吸
機
能
の
改
善
を
図
る
た

め
「
い
き
い
き
呼
吸
教
室
」
を
開
催
い

た
し
ま
す
。�

�

■
事
業
の
構
成�

〈
Ａ
コ
ー
ス
〉�

 (1)
対
象
者
／
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
方

　
　
　
　
　（
睡
眠
時
い
び
き
を
か
く
方
）�

 (2)
内
　
容�

　
講
義『
い
び
き
を
か
く
人
要
注
意
』、

　
お
口
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
等�

 (3)
定
　
員
／
 40
人
程
度�

 (4)
期
　
日
／
 11
月
 11
日

 （月）�

　
　
　
　
　
午
後
６
時
〜
８
時
ま
で�

 (5)
会
　
場
／
長
岡
中
央
綜
合
病
院
講
堂�

〈
Ｂ
コ
ー
ス
〉�

 (1)
対
象
者�

①
肺
気
腫
、気
管
支
喘
息
、慢
性
気
管

支
炎
、じ
ん
肺
等
と
診
断
さ
れ
た

者
で
、医
師
か
ら
禁
煙
を
支
持
さ

れ
禁
煙
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
。�

②
胸
郭
形
成
、肺
切
除
等
の
肺
結
後

遺
症
で
息
切
れ
、咳
等
の
症
状
が

あ
り
、主
治
医
の
許
可
が
あ
る
方
。�

③
特
に
保
健
所
長
が
認
め
る
方
。�

 (2)
内
　
容�

　
肺
機
能
検
査
、講
義『
た
ば
こ
と
病
気
』、

　
話
し
合
い
等�

 (3)
期
　
日�

　
第
１
回
　
 11
月
 25
日

 （月）�

　
　
　
午
後
１
時
 30
分
〜
３
時
 30
分�

　
第
２
回
　
 11
月
 29
日

 （金）�

　
　
　
午
後
１
時
 30
分
〜
３
時
 30
分�

 (4)
定
　
員
／
 15
人
程
度�

 (5)
会
　
場
／
長
岡
中
央
綜
合
病
院�

　
　
　
　
　
第
一
指
導
室�

 (6)
そ
の
他
／
受
講
者
は
毎
回
１
日
保
険

　
　
　
　
　
に
加
入
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
費
用
は
自
己
負
担
で
す
。�

■
申
込
期
限�

　
Ａ
コ
ー
ス
　
 11
月
８
日

 （金）�
　
Ｂ
コ
ー
ス
　
 11
月
 20
日

 （水）�
■
申
込
先
・
問
合
わ
せ
先�

　
長
岡
健
康
福
祉
環
境
事
務
所�

　
医
薬
予
防
課
　
保
健
予
防
係�

（
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■
日
　
時
／
 11
月
 12
日

 （火）�

　
　
　
　
　
１
時
 30
分
〜
３
時�

■
会
　
場�

　
寺
泊
町
文
化
セ
ン
タ
ー
は
ま
な
す�

　
３
階
大
研
修
室�

　
寺
泊
町
大
字
寺
泊
字
磯
町�

　
７
４
１
１
―
 14
�

新
潟
県
言
語
聴
覚
士�

失
語
症
講
座�

雇
用
保
険
料
率
が�

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す�

毎
月
第
２
月
曜
は�

「
過
労
死
等
相
談
日
」
で
す�

障
害
者
１
１
０
番
巡
回�

相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て�

　� 18

相談電話　025－285－4165

11
月
は
「
建
設
雇
用
改
善�

推
進
月
間
」
で
す�

　新潟県高齢者総合相談センターでは、お年寄りや
その家族の方々が抱える悩みごとや、心配ごとの相
談を無料でお受けしています。�
　なお、11月から12月の相談日程は次の通りです。�

相談の種類�

よろず相談�

�

専門相談（予め予約が必要です）�

法　　律�

医　　療�

痴　　呆�

公的年金・保険�

税　　金�

健康・介護�

相談時間�

�

�

�

13：30～16：00�

13：30～15：30�

14：00～16：00�

13：30～15：30�

10：00～12：00�

10：00～16：00

毎週月曜日から金曜日　9：00～17：00まで�

（土日祝日・年末年始は除く）�

11月�

�

�

�

11、18、25、28�

6�

20�

5�

8�

14

12月�

�

�

�

2、9、16、26�

4�

18�

3�

13�

12

�

善
意
を
あ
り
が
と
う�

�

　
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方

よ
り
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。�

�

中
　
沢
　
　
大
矢
　
チ
ヅ
子 

様�

�　
ま
た
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
欲

し
い
と
村
に
車
イ
ス
を
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。�

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。�

�

東
保
内
　
　
家
合
　
一
雅 

様�

���

　
こ
の
度
、
新
潟
県
言
語
聴
覚
士
協
会

で
は
公
開
講
座
と
致
し
ま
し
て
「
失
語

症
講
座
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆
様

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。�

■
日
　
時
／
 11
月
９
日

 （土）�

　
　
　
　
　
午
後
１
時
 30
分
〜
３
時�

■
場
　
所�

　
長
岡
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル�

　
長
岡
市
水
道
町
３
―
５
―
 30�

　
（
�
 33
―
６
０
０
０
）�

■
講
　
師�

　
燕
労
災
病
院
　
言
語
聴
覚
士�

坂
井
　
道
子
　
先
生�

■
内
　
容�

失
語
症
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方

な
ど�

■
会
場
整
理
費
／
５
０
０
円�

※
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。�

■
お
問
合
せ�

　
新
潟
市
　
信
楽
園
病
院�

　
言
語
室
　
朝
妻
ま
で�

　
（

０
２
５
―
２
６
７
―
１
２
５
１
）�

����

○
雇
用
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た�

　
現
在
の
雇
用
失
業
情
勢
や
雇
用
保
険

財
政
の
状
況
を
考
慮
し
、「
労
働
保
険
の

保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
」
の

規
定
に
よ
り
、平
成
 14
年
 10
月
１
日
か
ら

雇
用
保
険
料
率
を
１
０
０
０
分
の
２
引
き

上
げ
る
と
と
も
に
、保
険
料
の
追
加
徴
収

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。�

・
雇
用
保
険
料
率
の
変
更�

　
１
０
０
０
分
２
の
引
き
上
げ
分
は
、

事
業
主
の
方
、
被
保
険
者
の
方
、

そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
０
分
の
１
づ
つ

の
負
担
と
な
り
ま
す
。�

　
事
業
主
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
 10
月
以
降
給
与
か
ら
控
除

す
る
際
に
は
十
分
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。�

・
保
険
料
の
追
加
徴
収�

　
各
個
別
事
業
主
の
皆
様
へ
は
、

 12
月
中
旬
に
郵
送
に
よ
り
納
付
し

て
頂
く
金
額
を
お
知
ら
せ
し
、
平

成
 15
年
１
月
 31
日
ま
で
に
納
付
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
予
定
で
す
。�

■
お
問
合
わ
せ
先�

新
潟
労
働
局
、
（

０
２
５
―
２

３
４
―
５
９
２
１
）
労
働
基
準
監

督
署
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職

業
安
定
所
）
ま
で�

����

　
労
災
年
金
福
祉
協
会
で
は
、
仕
事
の

疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
か
ら
く
る
「
過
労
死
」

や
「
精
神
障
害
」
の
認
定
の
こ
と
、
そ

の
他
労
災
補
償
全
般
に
つ
い
て
の
無
料

相
談
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
い
つ
で

も
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。�

　
特
に
、
第
２
月
曜
日
は
「
仕
事
と
健�

康
を
考
え
る
日
」
と
し
て
全
国
一
斉
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
相
談
は
無
料
で

す
。
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る
電

話
で
の
相
談
で
も
結
構
で
す
。�

■
相
談
日
時
／
毎
月
第
２
月
曜�

　
　
　
　
　
　
午
前
 10
時
〜
午
後
４
時�

■
相
談
場
所�

労
災
年
金
福
祉
協
会
新
潟
労
災
年

金
相
談
室�

新
潟
市
東
大
通
２
―
４
―
 10
日
本

生
命
新
潟
ビ
ル
７
Ｆ�

（

０
２
５
―
２
４
３
―
７
７
６
０
）�

（

０
１
２
０
―
６
０
３
―
１
１
４
　

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）�

����

■
日
　
時
／
 11
月
 20
日

 （水）�

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時
ま
で�

■
会
　
場�

　
柏
崎
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー�

■
相
談
を
受
け
る
人�

　
弁
護
士
１
人
　�

　
障
害
者
１
１
０
番
相
談
員
１
人�

■
相
談
内
容�

　
人
権
、
財
産
等
の
法
律
相
談
等�

■
相
談
希
望
受
付
期
間�

　
 11
月
 13
日

 （水）
ま
で�

※
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。安
心
し
て
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。�

■
申
込
先
・
お
問
合
わ
せ
先�

　
障
害
者
１
１
０
番（
新
潟
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ
内
）�

 

（

０
２
５
―
３
８
１
―
０
１
１
０
）�

���

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
建
設
労
働
者
の

雇
用
改
善
を
図
る
た
め
、
 11
月
を
「
建

設
雇
用
改
善
推
進
月
間
」
と
定
め
、
各

種
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。�

　
現
在
、
雇
用
管
理
の
実
態
を
み
る
と
、

労
働
時
間
短
縮
等
、
雇
用
改
善
は
着
実

に
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
雇
用
関
係
の

不
明
確
性
や
不
安
定
な
雇
用
形
態
の
存

在
等
、
改
善
点
は
ま
だ
あ
り
ま
す
。�

　
建
設
事
業
主
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
雇
入
通
知
書
の
交

付
、
雇
用
管
理
責
任
者
の
選
任
、
労
働

福
祉
の
増
進
な
ど
の
雇
用
改
善
を
す
す

め
て
、
若
者
や
女
性
に
も
魅
力
の
あ
る

職
場
と
な
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。�

�

歯肉のポケット　からっぽで　歯をしっかりささえているよ　　北辰中学校　保健委員会�
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